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令和３年度 第３回帯広市健康生活支援審議会児童育成部会 議事録 

 

日時：令和４年２月２５日（金）午後７時３０分から午後８時 

場所：市役所１０階第６会議室 

 

会議次第 

 

１ 開  会 

 

２ 議  題 

（１）第２回帯広市健康生活支援審議会児童育成部会議事録の確認について 

（２）令和４年度子ども・子育て支援施策に関する予算(案)について 

 

３ そ の 他 

 

４ 閉  会                         

 

  会議資料 

・資料１ 第２回帯広市健康生活支援審議会児童育成部会議事録 

・資料２ 令和４年度 子ども・子育て支援施策に関する当初予算(案)の概要 

・資料３ 参考資料 

 

〇 出席委員（１８名中１３名出席） 

成田委員、樋渡委員、廣瀬委員、明神委員、山本委員 

小澤専門委員、宮崎専門委員 

西野部会員、水野部会員、下鳥部会員、南出部会員、七條部会員、吉澤部会員、 

 

〇 事務局 

郡谷こども課長、坂本主幹、柴山課長補佐、 

山名子育て支援課長 

中山健康推進課健康第２係長、中橋主任 
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令和３年度 第３回「帯広市健康生活支援審議会児童育成部会」 議事録 

 

 

１．開 会 

（事務局） 

 

 

２．議 事 

（事務局説明） 

 

 

 

 

 

（事務局説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）第２回帯広市健康生活支援審議会児童育成部会議事録の

確認について 

第２回の議事内容について特に修正がなければ、この内容をもっ

て、市ホームページへ掲載したい。 

 

（質疑なし） 

 

（２）令和４年度 子ども・子育て支援施策に関する当初予算(案)

の概要について 

令和４年度の当初予算については、４月に市長選挙が予定されて

いることから、年度当初から支払いが必要となる義務的な経費を主

とする骨格予算となっており、政策的な予算については、６月補正

で計上する予定となっている。 

令和４年度のこども福祉室当初予算につきましては、資料のとお

り、事業費全体で１１４億１６６万９千円を計上しており、昨年度

からは、５億円ほどの増となっている。 

下の大きい囲みは、おびひろこども未来プランに掲げた４つの基

本目標に関連する事業の予算を掲載しており、順次説明する。 

基本目標Ⅰでは、児童虐待の防止、子どもの健康、防犯などに関

する事業を掲載している。特に大きく増減があるもののみ、説明す

ると、予防接種事業の増額については、子宮頸がんワクチンの接種

者増を見込んだ増額となっている。なお、コロナワクチンについて

は今年度予算を繰り越しして対応するため含んでいない。公園整備

事業では新たな公園整備などがあり、予算の増額を見込んでいる。 

基本目標Ⅱでは、相談体制の充実、妊産婦へのサポート、発達支

援などに関する事業を掲載している。特定不妊治療費助成事業では

医療保険制度適用による減額が見込まれている一方、障害児サービ

ス提供事業については、特別な支援を必要とする児童の増加に伴

い、障害児通所支援サービスのニーズが高まり、サービスを提供す
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（事務局説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

(事務局) 

 

 

(児相、事務局) 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

 

 

る事業所も増加していることにより、特に児童発達支援及び放課後

等デイサービスの利用が増えていることを見込んだ予算の増額と

なっている。 

基本目標Ⅲでは、保育所や認定こども園・児童保育センターに関

する運営、無償化に関わる認可外保育施設等の利用料補助、ひとり

親家庭等への支援などの事業を掲載している。日赤東保育所民間移

管に係る経費の増額や、国の経済対策で行う保育士等の賃上げによ

る増額などを見込んでいる。 

基本目標Ⅳでは、児童会館の管理・運営、青少年の社会参加促進、

ジュニアリーダー養成などに関する事業を掲載している。児童会館

の管理・運営については、施設機能維持と安全対策のための修繕な

どによる増額を見込んだ予算計上となっている。 

 

 

虐待について、予算の内容について伺う。 

また、私の歯科医院にも虐待が疑われる児童が来院することがあ

る。このような場合、どこに通報すればよいのか。 

学校とは日頃から連携しており、連絡が取りやすいが。 

 

予算の内容については、人件費以外では、周知パンフレットの作

成や職員の研修経費などを計上している。 

 

虐待の連絡先については、市（子育て支援課）や緊急性がある場

合には児童相談所に連絡していただきたい。虐待の通報基準はな

い。疑いがあれば迷わず通報願いたい。虐待かどうかの判断は市ま

たは児童相談所にて行う。 

 

 

現在、コロナ感染による影響が保育所や幼稚園等の施設で蔓延し

ているなか、あらためて望ましい乳幼児期の集団の規模について考

えさせられているところ。そこで、公立保育所の定員縮小について、

市は、今後４所を０～２歳児までの低年齢児に限定した保育所にす

るということだが、今一度立ち止まって、子どもや保育士、保護者

目線に立ち、０～５歳児全ての年齢がいる保育所が望ましいと考え

る。再度検討する余地はないのか。 
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(事務局) 

 

 

 

 

 

３．その他 

（事務局説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 疑 

（委 員） 

 

 

(事務局) 

 

 

 

 

 

 

市では、限られた財源のなか、安定した保育を提供するため、そ

のように計画を進めているところだが、議会でも２度の保活がある

ことなども指摘されている。計画が現状と乖離するときには計画を

修正することもあり得る。子どもと保護者が安心できる保育環境づ

くりに向けて引き続き検討してまいりたい。 

 

 

本日配布した、参考資料に基づき、２点報告するもの。 

１ 子育て世帯への臨時特別給付金について。 

国の経済対策の一つとして、高校生以下の子どもがいる一定所得

以下の世帯に対し、一人 10 万円相当の給付を行うものであり、こ

ども課にて給付事務を行っている。 

２月末日までの支給状況は、資料のとおり。 

 ２ 保育士等の処遇改善事業について。 

国が昨年１１月に閣議決定した「コロナ克服・新時代開拓のため

の経済対策」において、保育士・幼稚園教諭等を対象とした処遇改

善の実施が決定され、保育士や幼稚園教諭等を対象に、収入を３％

程度（月額で９，０００円）引き上げるための措置を令和４年２月

から実施する。 

対象者等は、資料のとおり。 

本市においても補正予算を計上し対応していくもの。 

最後に、児童育成部会の今後の予定についてお知らせする。 

今年度の児童育成部会は本日で最終。来年度は委員等の改選もあ

るが、８月、１０月、２月の３回を予定している。 

 

 

帯広市要保護児童対策地域協議会はどの程度の頻度で開催して

いるのか。 

 

その年によって開催回数に増減はあるが、ケース会議は月に少な

くても１～２回は開催している。 
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（委 員） 

 

 

 

(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

(委員長) 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

 

 

 

(事務局) 

 

 

視機能向上の問題を迅速かつ正確にするため、市の３歳児健診な

どでスポットビジョンスクリーニーング検査を行ってほしい旨の

要望が眼科医会からあった。帯広市ではどうか。 

 

市においても、ここ数年スポットビジョンスクリーニーング検査

を導入する市町村が増えてきたことや、厚生労働省の令和 4年度予

算において導入に際して 1/2の国庫補助を計上している状況から、

過日、小児科医との協議においてご意見を伺っていたところ。 

来年度の予算措置は行っていないが、今後眼科医会にも導入の要

否もご意見を伺う予定。 

 

 

養護教諭の全国大会にて、帯広市の児童、生徒は全国からみると

歯の衛生状態が悪いという統計結果があった。 

市や学校と連携して指導を強化する必要があると思うが如何か。 

 

歯科衛生士会において、学校と連携して歯の磨き方の指導教室を

行っているところ。なかなか全ての学校で実施できていない。 

帯広市もフッ化物洗口に取り組んでいるがコロナの影響により

あまり進んでいない。家庭でのフッ化物洗口の周知などに来年度取

り組みをすすめていく考え。 

 

 

本会議は大変重要なものであり、全て出席したいがコロナの影響

により難しいこともある。出席者がリアル、オンラインと選ぶこと

ができるように検討していただきたい。 

 

リアル、オンライン併用の開催について、検討していきたい。 

（了） 

 

 

 

 

 


